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標的タンパク質の分解によって、それらの機能を抑制するレベルまでタンパク質が減少

するかを検証する為に、生存に必須なタンパク質を標的とした分解株を作製し、人工オー

キシン含有培地での生育を確認しました。その結果、さまざまな局在を持つ標的タンパク

質をターゲットとした分解株の生育が、500 nM の人工オーキシン含有培地で低下して

いることが明らかになりました（図３）。 
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本研究の開発方法では、人工オーキシンを利用した細胞内タンパク質分解と小分子抗

体を組み合わせることで、小分子抗体が認識した標的タンパク質を分解することに成功し

ました。これにより、小分子抗体に機能を持たせることで、小分子抗体が認識する標的タ

ンパク質を操作することが可能であることが明らかになりました。今後はヒト細胞を含め

た様々な真核生物への応用や、機能を持つ小分子抗体を利用した創薬への応用が期待さ

れます。 
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注 1）オーキシンデグロン(AID)法： 

  植物におけるオーキシン依存的なタンパク質分解系を植物以外の生物種に導入し、 

オーキシンを用いて標的とするタンパク質を分解する方法。 

 

注 2）オーキシン： 

最初に見つかった植物ホルモンで、植物の生長や発達など様々な機能をもつ。 

 

注 3）Nanobody： 

ラマやアルパカなどの抗体から構築する小分子抗体の一つ。 

 

注 4）ssAID 法（超高感度 AID 法)： 

変異型オーキシン受容体と人工オーキシンのペアを用いることで、必要オーキシン濃度

を 1/1000 まで低下させたオーキシンデグロン法の改良型。 

 

注 5）オルガネラ膜： 

細胞内に存在する細胞小器官を細胞質と区切る脂質二重膜。 
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